































































ていた国の数は 70 余りにのぼり 2、近年の研究では、289 年間続いた唐王朝にはおよそ 71 カ国が合












その身分が「僧」であるものを中心に検討してみたい。                    
ここでまず「外国人僧」という言葉について付言しておく。「僧」というとしばしば仏教の出家修行
者という意味合いで捉えがちであるが、唐代では、さまざまな書物で、一般に道士以外の外来宗教の
                                                   
1 石麟「論段成式『酉陽雑俎』中的伝奇作品」『黄崗師範学院学報』2002 年 10 月、張朝富「『酉陽雑俎』所反映的
唐代軍隊佛教信仰」『斉斉哈爾大学学報』2008 年 11 月、李暁霞「『酉陽雑俎』中的鬼文化浅探」『遼寧工程技術大
学学報』2009 年 3 月、「从『酉陽雑俎』看唐代底層民衆的日常生活」『臨沂大学学報』2011 年 12 月、薛琪薪・姚
春華「从『酉陽雑俎』看唐代的地域文化与社会生活」『克拉瑪依学刊』2013 年第 6 期などが挙げられる。その他
について、王小盾・潘玥「从『酉陽雑俎』看唐代音楽」『音楽芸術』2011 年第 3 期にも挙げられた、韓釘釘「近二
十年段成式『酉陽雑俎』研究総述」『柳州師専学報』2010 年第 6 期を参照されたい。 
2 「凡四蕃之国経朝貢已後自相誅絶及有罪見滅者、蓋三百余国、今所在者有七十余蕃」、『唐六典』巻 4、主客郎
中。 
3 何川芳「古代来華使節考論」『北京大学学報』第 42 巻第 3 期、2005 年。 























撰により開元 11 年(723)に資聖寺で瑜伽念誦法 2 巻と俱胝陀羅尼 2 巻を訳し、同 18 年(730)に大薦福











                                                   









では祅教を信仰し 7、疏勒 8と于闐(ホータン王国)が祅教の神々を祀っていた 9。西域諸国の多くが祅






文によって知られる 13。貞観 12 年(638)の 7 月の詔によると、遠方から来唐した阿羅本が請来した教
えを伝習するために、義寧坊に「建寺一所」、すなわちその宗教施設の寺を一つ建立したほか、「度僧








                                                   




9 『新唐書』巻 221 上、列伝 146 上西域上、疏勒、于闐。 
10「俗事天地日月水火諸神、西域諸胡事火祅者、皆詣波斯受法焉」、『旧唐書』巻 198 列伝 148、波斯国。 
11 「武徳四年、置祅祠及官」、『通典』巻 40、職官 22、視従七品。 
12 『両京新記輯校』巻 5、都城諸坊。 
13 「大秦国有上徳曰阿羅本、占青雲而載真経、望風律以馳艱険、貞観九祀至於長安、帝使宰臣房公元齢
（ 玄 齢 ）
総仗西郊








(694)に、波斯人の拂多誕が二宗経を持って来唐した 16という記述が最初である。貞元 15 年(799)、
旱魃の際に、摩尼教の宗教者に雨乞いをさせたという記録がある 17ことから、摩尼教は唐の統治者に




























                                                   
16 大正新修大蔵経巻 49 史伝部、『佛祖統紀』巻 54。 
17 「以久旱、令摩尼師祈雨」、『唐会要』巻 49。 
18 「元和八年十二月二日、宴帰国回紇八人」、『旧唐書』巻 195、回紇伝。 









































































                                                   














































































1980 年）、52-3 頁〕。 
東洋大学「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.13 
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25 国初、僧玄奘往五印取経、西域敬之。成式見倭国僧金剛三昧、言嘗至中天、寺中多画玄奘蔴屩及匙筯、以綵雲
乗之、蓋西域所無者。毎至斎日、輒膜拜焉。又言那蘭陀寺僧食堂中、熱際有巨蠅数万至、僧上堂時、悉自飛集於庭
樹。〔訳文出典：今村与志雄訳注『酉陽雑俎 1』(東洋文庫 382、1980 年）、226-7 頁〕。 
26 高楠順次郎『入竺日本僧金剛三昧伝考』大日本仏教全書 114、仏書刊行会。 
27 拙稿「西域の香料・東の舞－蘇合香についての文化史的一考察―」(明海大学教養論文集『自然と文化』第 26
号、2015 年)、拙稿「唐代大曲「春鶯囀」の音楽説話の伝承と受容―『教訓抄』の記述を中心に―」(明海大学応







































































察」、高宗納之」、『旧唐書』巻 84 列伝 34、郝処俊伝。 







































































(宋)司馬光編著、(元)胡三省音注『資治通鑑』 (中華書局、1956 年)。 
(宋)欧陽修撰『新唐書』(中華書局、1975 年)。 
(清)董誥編『全唐文』(中華書局、1983 年)。 
 
 
